
単位：千円

第 章 第 節

　地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金
１　地域消費喚起・生活支援型……地方公共団体が実施する、地域における消費喚起やこれに直接効果を有する生活支援策に対して国が支援するもの。
２　地方創生先行型……地方公共団体による地方版総合戦略の早期かつ有効な策定と、これに関する優良施策等の実施に対し、国が支援するもの。

区分 平成２６年度　３月補正 会計 一般会計

款

ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金事業
（総括表）

予 算 額 128,200

　平成２６年１２月２７日に閣議決定された「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」においては、「経済の脆弱な部分に的を絞り、かつスピード感を持って対応を行うことで、
経済の好循環を確かなものとするとともに、地方にアベノミクスの成果を広く行き渡らせることを目指す」こととされ、①地域の実情に配慮しつつ、消費を喚起する、②しごとづくりな
ど地方が直面する構造的な課題への実効ある取組を通じて地方の活性を促すことなどに重点を置いて取りまとめられ、国の経済対策として補正予算により、地域活性化・地域住
民生活等緊急支援交付金が創設。これに対応するため、白石町においても、この交付金を活用して各種事業を行う。

１　地域消費喚起・生活支援型

小　　計

まち・ひと・しごと創生総合戦略策定事業

目 8
細事業名

白石町総合計画 基本構想

21,865

所属 企画財政課

目   名   称 地域づくり推進費
財 源 内 訳 予算書頁

2 項 1

基本計画
生活基盤の充実                        

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 1

１　目的

その他 一般財源 8・9

102,903 25,297 新　規

国庫 県費 地方債

前年度当初 前年度最終

２　事業内容

子育て世帯応援事業

地域資源活用観光振興事業

元気しろいしプレミアム商品券２０１５発行事業

県プレミアム商品券町内消費拡大事業

30,000

２　地方創生先行型

交　　付　　金　　事　　業　　総　　計

29,500 500

7,000 6,500 500

25,000

128,200 102,903 25,297

17,800 7,000 10,800

28,100 20,038 8,062

交付金タイプ 事業名 総事業費 交付金充当額 一般財源

66,200 45,038 21,162

3,135

10,600 10,000 600

9,700 8,000 1,700

62,000 57,865 4,135

白石がばいよかとこ発信事業

しろいし農業塾

小　　計
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単位：千円

第 章 第 節

　進学等で準備資金が必要で経済的負担が大きい小学６年生及び中学３年生の学校給食費の無償化に代えて、学校給食費総合額の町商工会の商品券（１枚５００円）を配布する。

平成２７年度分見込み

11節　　需用費（事務用消耗品費） ５８，０００円

19節　　負担金、補助及び交付金
・小学６年生４６，５００円×２１８人＝ １０，１３７，０００円
・中学３年生５２，５００円×２３２人＝ １２，１８０，０００円

・予　　備　　５２，５００円×　５０人＝ ２，６２５，０００円
計 ２４，９４２，０００円

４　事業の効果
　経済的負担の大きい子育て世代の支援を行うことで、子育て環境の整備、多子化につながる。

３　予算額

小学６年生 ４６，２００円 ４６，５００円 ２１８人

中学３年生 ５２，２００円 ５２，５００円 ２３２人

１　目的
　町長の公約である『出産祝い金の創設』について、『生まれたときよりも、その後の成長の方が経済的負担が多い』という子育て世代の声が多かったことを受けて、『切れ目のな
い子育て支援』を目的として、小学６年生及び中学３年生の学校給食費の無償化に代えて行う。
　平成２７年度以降実施するが、平成２７年度のみは保護者等への周知等の都合もあるため、地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金事業（消費喚起・生活支援型）を活用
して学校給食費相当額の商品券を配布する。

２　事業内容

学校給食費年額
（予定）

商品券配布額 児童生徒数

白石町総合計画 基本構想
個性豊かな人と文化を育むまち　【教育文化の向上】

基本計画
個性豊かで優れた人材の育成            

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 4 1

その他 一般財源 8・9

21,865 3,135 新　規
予 算 額 25,000

国庫 県費 地方債

前年度当初 前年度最終

細事業名 子育て世帯応援事業 所属 学校教育課

目   名   称 地域づくり推進費
財 源 内 訳 予算書頁

区分 平成２６年度　３月補正 会計 一般会計

款 2 項 1 目 8



単位：千円

第 章 第 節

（１）有識者会議（推進組織）構成員出席経費
（２）策定事務費
（３）白石町版人口ビジョン及び総合戦略策定業務委託

（１）有識者会議（推進組織）構成員出席経費 ○報償費

（２）策定事務費 ○需用費（消耗品費） 　60,000円

（３）白石町版人口ビジョン及び総合戦略策定業務委託 ○委託料　 10,000,000円

４　事業の効果

１　目的
まち・ひと・しごと創生については、国と地方が一体となり、中長期的な視点に立って取り組む必要がある。地方版総合戦略の策定に当たっては、幅広い年齢層からなる住民代表や
産業界・市町村や国の関係行政機関・教育機関・金融機関・労働団体・メディア（産官学金労言）で構成する推進組織でその方向性や具体策について審議・検討するなど、広く関係
者の意見が反映されるようにすることが重要
　まち・ひと・しごと創生を効果的・効率的に推進していくためには、住民、ＮＰＯ、関係団体や民間事業者等の参加・協力が重要。
　このため、市町村は国の長期ビジョン及び総合戦略、都道府県の人口ビジョンと総合戦略を勘案して、人口の現状と将来の展望を提示する人口ビジョンを策定し、これを踏まえて
今後５年間の目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめた総合戦略を平成２７年度中に策定することが努力義務とされている。
　（計画対象期間：平成２７年度～平成３１年度）

２　事業内容

３　予算額
5,400円×25人×4回＝540,000円

　白石町版人口ビジョン及び白石町版まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定し、町民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して営むことができる地域社会を形
成すること、地域社会を担う個性豊かで多様な人材について、確保を図ること及び地域における魅力ある多様な就業の機会を創出することの一体的な推進（まち・ひと・しごと創生）
を図ることができる。

白石町総合計画 基本構想
ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

基本計画
生活基盤の充実                        

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 1

その他 一般財源 8

10,000 600 新　規
予 算 額 10,600

国庫 県費 地方債

前年度当初 前年度最終

細事業名 まち・ひと・しごと創生総合戦略策定事業 所属 企画財政課

目   名   称 地域づくり推進費
財 源 内 訳 予算書頁

区分 平成２６年度　３月補正 会計 一般会計

款 2 項 1 目 8
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単位：千円

第 章 第 節

・観光戦略策定に係る調査と策定経費（外部委託）

白石オルレ（トレッキング）コースの推進
「エコツーリズム」「アグリツーリズム」「スポーツツーリズム」等の調査研究

特産品を使った土産品開発・グルメ料理開発
・庁舎内及び有識者で組織する白石町観光推進協議会の設立

・観光ルートＭＡＰの作成

３　予算額
・地域資源を活用した観光振興事業
事業経費

・報償費
・旅費
・消耗品費
・印刷製本費
・役務費（広報宣伝費）
・委託料

４　事業の効果

160千円
1,500千円
1,000千円
6,000千円

・次代の即した観光振興策を提起し、官民一体となった「観光まちづくり」を推進する。

１　目的
広大で肥沃な大地と有明海、歴史ある杵島山系持つ白石町は、その主産業を農業を中心として発展してきた。しかし人口減少社会（少子高齢化）や農業政策を取り巻く諸
問題を数多く抱える中で、産業の多様化を見据えた取組が必要となっている。「観光」は消費増大や雇用の創出の原動力となる可能性を秘め、経済波及効果の高い産業
として注目をされている。従来の通過型・団体型のスタイルから交流型・個人型・行動型へのスタイルへ対応できる観光産業の構築を目的とする事業を展開する。

２　事業内容

9,700千円
540千円
500千円

白石町総合計画 基本構想
活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】

基本計画
観光の振興 

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 3

その他 一般財源 8

8,000 1,700 新　規
予 算 額 9,700

国庫 県費 地方債

前年度当初 前年度最終

細事業名 地域資源活用観光振興事業 所属
産業課

生涯学習課
目名称 地域づくり推進費

財 源 内 訳 予算書頁

区分 平成２６年度　３月補正 会計 一般会計

款 2 項 1 目 8



単位：千円
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町の資源を盛り込んだプロモーション動画を作成する。　　約5分の動画を10本作成

スマートフォン等への対応や白石町の資源等を盛り込んだ魅力あるアクセスしたくなるホームページとなるようリニューアルする。

都市圏でのＰＲ活動の実施

9節　　旅費 ＰＲ活動（東京、大阪、福岡等） × = 千円

13節　委託料 千円

（内訳） ＰＲ用動画作成委託料 × ≒ 千円

ホームページリニューアル委託料 × ≒ 千円

４　事業の効果

11,830 1.08 12,777

町外に向け白石町の魅力を発信することで、町の知名度を上げ各資源を通じたファンの確保や交流人口等の増加を目指すことで、町民にとっ
ても白石町の魅力を再認識する機会になる。

17,400

4,280 1.08 4,623

１　補正の理由

交流人口や移住者の増に向け、白石町の資源（特産物、風景、人材、文化財等）を活用し、動画及びホームページで地域の魅力を町外に向け発
信する。併せて都市圏において、白石町へ目を向けてもらえるようＰＲ活動を実施する。
平成26年度地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）を利用し事業を行う。

２　 事業変更内容

３　補正予算額

80 ５回 400

白石町総合計画 基本構想
ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

基本計画
情報通信ネットワークの整備・充実      

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 4

その他 一般財源 8

7,000 10,800 新　規
予 算 額 17,800

国庫 県費 地方債

本年度当初 現計予算

細事業名 白石がばいよかとこ発信事業 所属 総務課

目名称 地域づくり推進費
財 源 内 訳 予算書頁

区分 平成２６年度　３月補正 会計 一般会計

款 2 項 1 目 8
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　県外の地域から生活の拠点を移した者を農業研修生として農業団体等で受け入れ、農業研修生として支援を受けながら農業関係の研修に取り組み、
農業による自立と地域への定着を図る。

　研修生を補佐するために受け入れ団体と行政・ＪＡなど関係団体が連携して取り組み、研修等に必要な経費の助成と指導・助言を行う。
・研修生(8人）：２０歳以上４０歳未満の心身ともに健康で、白石町に住民票を移動出来る人、指導兼事務（２人）：町内在住で研修生への指導・助言等が出来る人
・研修後は白石町で農業経営をし、白石町における地域農業の担い手として農業を営む志のある人

１９節　　しろいし農業塾補助金　　２８，１００千円

（事業費内訳） 単位：千円

農業研修生等賃金 研修生８人　研修指導員２人
農業研修生等共済費
普通旅費 募集活動、研修生県外研修等
消耗品費
燃料費 研修生等燃料費
印刷製本費 募集チラシ印刷
車両保険料 研修生８人
傷害保険 研修生８人
募集広告（新聞・雑誌等）
農業研修生等車両借り上げ料 研修生８人
農業研修生住居賃借料 研修生８人
会場借上料 募集活動
研修事務所ＰＣ・プリンタ購入費

４　事業の効果 農業の担い手及び定住者の確保により、白石町農業の後継者不足の解消と定住人口の増加につながる。

合　　　計 28,100

使用料及び賃借料
2,333
4,000
200

備品購入費 250

需用費
121
594
50

役務費
280
52

1,500

賃金 15,300
共済費 2,376
旅費 1,044

１　補正の理由 白石町の主要産業である農業の維持や農地の保全等の観点から新規就農者など担い手の確保は大きな課題である。白石町で就農及び移住してもらうた
めに希望者を募集し、農業団体等で受け入れ、農業研修生として農業全般に従事し、農業の担い手としての自立を目指す。又地域との関わりを持ち定住促
進へと繋げるため「地域住民生活等緊急支援交付金事業」で平成２６年度補正予算として取組む。

２　事業内容

３　補正予算額

区　　　分 内容説明 予算額 備　　　考

白石町総合計画 基本構想
活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】

基本計画
新たな地域活力の創出                  

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 4

その他 一般財源 9

20,038 8,062 新　規
予 算 額 28,100

国庫 県費 地方債

前年度当初 0 前年度最終 0

細事業名 しろいし農業塾 所属 産業課

目   名   称 地域づくり推進費
財 源 内 訳 予算書頁

区分 平成２６年度　３月補正 会計 一般会計

款 2 項 1 目 8


